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駒澤大学との連携によるＡＣＰ啓発事業の実施について 

 

 

１．主旨  

区が令和５年度、駒澤大学との連携により実施しているＡＣＰ啓発事業について報告する。 

本事業は、駒澤大学が駒大生社会連携プロジェクトの一環として実施されている事業であ

る。駒澤大学経営学部市場戦略学科の学生がＡＣＰ啓発用ポスターを制作し、ゼミナール内

で選抜された２１作品について、学内投票を実施するとともに、区が９月１６日に開催した

在宅療養講演会・シンポジウム会場にて展示し、参加者等による投票を実施した。 

区では、今回の投票で上位に選ばれた作品より３作品を区の啓発用ポスターとして採用し、

ＡＣＰの周知・普及に活用していく。 

  

２．内容 

令和５年度駒大生社会連携プロジェクト 

  「世田谷区ＡＣＰ普及啓発のためのデザイン」 

（１）目的 

  人生の終末期にどのような治療やケアを望むのかを身近な人と繰り返し話し合い、

区民自らが決定していくＡＣＰ(人生会議)について、学生に学ぶ機会を提供するとと

もに、本課題になじみが薄い学生の目線から啓発用ポスターを作成することにより、

より広く区民に周知・普及していくことを目的とする。       

（２）連携先 

   駒澤大学経営学部市場戦略学科 小野瀬拡 教授 

及び小野瀬拡ゼミナール２、３年生 ３１人 

 （３）作品選定 

    ①区ポスター採用数 

全２１作品の中から３作品を選定 

    ②選定方法 

     ・小野瀬拡ゼミナールの学生が制作した全３１作品の中から、ゼミナール内選抜

にて、展示用２１作品を選抜 

     ・選抜された２１作品を駒澤大学駒沢キャンパス構内及び在宅療養講演会・シン

ポジウム会場にて展示し、投票用紙及びＷＥＢにて投票を実施  

（投票件数 計１１０票） 

・上記にて絞られた候補作品（上位７作品）の中から３作品を選定 



 （４）これまでの経過及び今後のスケジュール（予定） 

        

令和５年 

３月 

区民健康村・ふるさと・交流推進課より、保健医療福祉推進課へ駒大生社会

連携プロジェクトへの協力依頼 

駒澤大学経営学部 小野瀬拡教授との打ち合わせ 

５月 
小野瀬拡ゼミナールにて、桜新町アーバンクリニック在宅診療部診療部長 

五味一英先生による学生向け講義を実施 

６～８月 学生によるポスター制作・完成、ゼミナール内選抜（２１作品） 

９月 
9/1～9/20 大学構内掲示及びＷＥＢ投票 

9/16    在宅療養講演会・シンポジウムでのポスター展示・投票 

10 月 区ポスター採用作品の選定 

11 月 医療・介護連携推進協議会にて採用作品の報告・決定 

12 月 ポスター印刷発注・完成・納品 

令和６年 

２月～ 
区ポスターの掲示 

 

 

３．最終選定（採用）作品 

  別紙のとおり（３作品） 



採用作品①

 
 



採用作品② 

 



採用作品③

 


